
（別紙４）

～ 2026年　2月　19日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2026年　1月　27日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2026年　2月　2日

（対象数） 1 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問支援の実施件数を増やしていきたいと考えています。

2

訪問支援の実施件数を増やしていきたいと考えています。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

人員の補充や配置の調整等を行っていきます。

2

3

当事業所の通所サービスを利用している児童の保育所等訪問

支援も可能であり、訪問先でみられた課題を通所サービスを

利用の際にも支援することが出来ます。

対象児の通所時に、訪問支援時の様子を振り返り、今後の改

善に取り組んでいます。

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・保育士らによる専門

的な視点で、対象児童に必要な評価・支援を行っていきま

す。

学校と連携をして、対象児が取り組みやすい環境づくりを心

掛けています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援が可能な回数が少ない 人員の不足

2026年　1月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　1月　27日

○事業所名 なちゅら

○保護者評価実施期間 2026年　1月　8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


